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ド イ ツ文の構造
内 藤好文
文(Satz)は一つまたは二つ以上の単語(Wort)から成り立ってい
る。そして単語はさらに一つまたは二つ以上の形態素(Morphem)から
成り立っている。それゆえ文の構造を考える時には形態素を最小の単位島
して扱うべきである。しかし今は，話を簡単にするために，単語を単位と
して考えることにする。 （以下文法上の術語にはなるべく在来使い慣れた
名前を使うが， しかしその用法は必ずしも在来の用法とは一致しないこと
を断わっておく。 ）
人は二つ以上の単語を同時に発音することはできないから，単語は常に
時間的に前後に並べられる。すなわち文は平面的あるいは立体的に広がる
ことはできず，常に線的に伸びて行かなければならない。平面的あるいは
立体的な内容も線的な構造の中へはめ込まなければならない。そのため複
雑な関係が生じるのである。
まづ二つの単語の間の関係には次のようなものがある。 （単語や文の実
例は音素(Phonem)記号で示すべきであるが，慣れない人には読みにく
いだろうと思われるので，伝統的な正書法に従うことにするが，大文字と
句読点は使わないことにする。 ）
1) |_sch6ne｣→|blumenl
2） ｜竺|→|sprechen’
3） ｜』旦堅呈LI→ltrinken’
4） | sch6nl→’ ’werden
5) | rosenl→lbldhen’
6） ｜…|-|_lilien’
上の例のうち， 1から5までは，右側の単語，すなわち矢印の向ってい
る単語が基本語(Grundwort)で，左側の，矢印の出ている方の単語に
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よって規定されている。矢印の出ている単語は規定語(Bestimmungs-
wort)である。そして1の規定語は付加語(Attribut),2は状況語(ad-
verbialeBestimmung),3は目的語(Objekt),4は述補語(pradikative
Erganzung),5は主語(Subjekt)である。6は二つの単語が対等の関
係で並んでいるので， どちらがどちらを規定しているのでもない。それゆ
え6の関係は必ずしも二つの間の関係とは限らない。いくつでも対等の関
係で並列することができる。しかし1から5までの関係は従属関係である
から，常に二つの間の関係である。
1． 付加語。付加語の典型的なものは名詞の前の形容詞である。性質形
容詞だけでなく，冠詞，指示形容詞，所有形容詞などももちろん付加語で
ある。
l diesel→|blumenl
sch6nenblumenにおいては,dieseとsch6nenとが同時に
の付加語になっているのではなくて, sch6nenがblumenの付
dieseはsch6nenblumenを基本語とする付加語である。
diese
blumen
加語で，
diesel->sch6nenl→lb umen’
diegroBeweiBeblumeではgroBeとweiBeとが並列で，並列の
groBeweiBeがblumeの付加語，そしてgroBeweiBeblumeを基本
語としてdieがその付加語となっているのである。
diel->且塑旦且|-|_weiBel->blume
diegroBeweiBewandはく大きな白い壁＞の意味なら
die→ug'-Im&gl→|wan｡a) | | | | |-|.
であるが，＜大きなスクリーン＞の意味なら
die－gr･E|→|wei6e'→|wandb)
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である。発音の上では
a) die-groBe-weiBe～wand
b) die-groBe～weiBe_wand
のように区別される。
diesehrsch6neblumeではsehrがsch6neの状況語で,sehr
sch6neがblumeの付加語である。
blume逃延|→|sch6nel->diel->
このように規定語とその基本語との関係はそれぞれの段階において常に
一対一である。それぞれの段階における成分を直接成分(unmittelbarer
Bestandteil,"""z"勿ｵem7@Sが〃e"ｵ）という。直接成分は並列の場合の
ほかは常に二つである。
dielindemgartenbliihendenl→|_塑垂且’
付加語は常に基本語の前にあるとは限らない。副詞が付加語になる時は
基本語のあとに来る。
dielZg墾旦|←|_JQIL|
形容詞でも語尾の付いていないものはあとに来ることがある。
●
| r6sleinl←|rotl
このような例は少ないが，前置詞句の例は多い。
diel_塑旦IL|←lindemgartenl
不定詞句の付加語も基本語のあとに置かれる。
dielkunstl←|zuschreibenl
副文の付加語ももちろんあとに置かれる。
dielrosenl←ldieimgartenbliihen’
付加語の基本語は名詞（代名詞）および名詞を中心とする句である。
2． 状況語。状況語として典型的なものは副詞と前置詞句である。
u空旦|→|sprechenl
’imbassinl→煙g血塑皿皿旦’
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l insbassinl→|springenl
前置詞の付かない二格または四格の名詞が状況語になることもある。
|deswegesl→|kommenl
1－§迦旦且_延旦|→|gehenl
| jedentagl→limbassinschWimmenl
不定詞が状況語になることもある。
｜且E皿皿辺旦IL|→|gehenl
| sitzenl→|bleibenl
不定詞にzuが付くと通常基本語のあとへ行く。
| gehenl←|wasserzuholenl
これにさらに前置詞um,ohne,stattが付くこともある。
|gehenl←lumwasserzuholenl
｜_旦塑旦旦bleibenl←lohnewasserzuholenl
副文も通常あとに置かれる。
ldasfenster6ffnenl←|_坐皿止_壁_堂ischeluft迦生ingL|
erkommtheuteのheuteはkommtだけの状況語であるが,heute
kommterのheuteはkommter全体の状況語である。
a) erl型mmL|←|heutel
b) |heutel→|kommterl
aはく彼はどうするかというと－きょう来る＞またはく彼がきょう来
る人である＞の意味であり, bはくきょうはどういうことがあるかという
と－彼が来る＞またはくきょうが彼の来る日である＞の意味である。
a) ichlbleibezuhausel←|wenn sregnetl
b) | Wennesregnetl→lbleibeichzuhause’
aはくわたしはどうするかというと一雨が降ればうちにいる＞の意味
であり, bはくもし雨が降ればどうなるかというと－わたしはうちにい
ることになる＞の意味である。 このように状況語が文の初めにある時は文
全休を基本語とするのが普通である。umdiewahrheitzusagenなどの
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接続詞も実はように’ほとんど常に文全体を基本語とする状況語もある。
文全体を基本語とする状況語である。
erstehtl』旦止|→|siesitztl
ichdenkel_alsOl→|_hi型_ﾕE型’
wennl→lesregnetlichbleibel
そして並列接続詞は文を並列させ，従属接続詞は副文を主文に（あるい
は主文の中の語に）従属させることは言うまでもない。
l erstehtl-|｣lj－§i且_旦塑L|
| ichdenkel-lalsobinichl
ichl皿|←|wennesregnet
??
状況語の基本語は動詞または動詞を中心とする句（または文）とは限ら
ない。形容詞や副詞が基本語のこともある。
| sehrl→|sch6nl???
nOchl→|heute’
h型里|←liiberachttage’
geradel→|gegeniiber’
次のような場合は一見状況語が名詞（代名詞）を基本語としているよう
に見える。
’1型旦|→ldermenschlkannestun
| selbstl→ldermensch’
|_型1－|←’selbst’
これは付加語ではないから冠詞と名詞との間へはいることはない。この
状況語は本当は名詞（代名詞）を基本語としているのではなく，主語を基
本語としているのである。nurdenmenschen,nurdesmenschen,nur
fiirdenmenschenのnurは，それぞれ目的語を，付加語を，状況語を
基本語としているのである。すなわちこの場合は状況語nurの基本語は
名詞ではなくて，四格であり，二格であり，前置詞句なのである。
接続詞についても同じことが言える。
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dermenschl_皿止|→lderaffe’
desmenschenl皿|→’desaffen’
ichliebesiemehrl_als→|gL|
ichliebesiemehrlalgl→lihnl
3． 目的語。目的語の基本語（目的語を支配する語）
前置詞である。
|denvaterl→lliebenl
|desvatersl→|gedenkenl
ldemvaterl→lahnlichl
|desvatersl→|WUrdigl
は動詞と形容詞と
|_mL|←’denvater’
｜
’
stattl←ldesvaters’
demvaterl→|gegeniiber’
前置詞は目的語をとる副詞と考えることもできる。前置詞句は状況語に
なることが最も多いが， さらに動詞などの目的語になることもある。
’一聖竺|←|_血_塑些=|→|wartenl
この場合はaufdenvaterがwartenの目的語である。
前置詞句が前置詞の目的語になることもある。
|上篁|←’gegenl←|mittag’
bisl-Inahe－ジー旦旦|←’ diegrenze’
最後の例はdiegrenzeがanの目的語,naheがandiegrenzeの
状況語, naheandiegrenzeがbisの目的語である。
動詞には二つの目的語をとるものがある。 この場合は二つの目的語が同
時に一つの動詞を補足しているのではなくて， まづ一つの目的語が動詞を
補足し， その動詞句をさらにもう一つの目的語が補足しているのである。
｜_空聖_些竺|→|聖buchl→|些皿’
254
この例ではeinbuchがgebenの目的語で,demkindはeinbuch
gebenの目的語である。ドイツ語では動詞（定動詞でなく，不定詞）に近
い方の目的語が直接にその動詞を限定する目的語である。
|里|→’demkindl→|geben’
においては9 esはいわば形式的目的語で,demkindに比べて重要性が薄
いので，動詞（不定詞）から遠ざけられたのである。 （発音の上でesが
軽いということが9 esが前へ出た直接の原因であるが,発音の上で軽いと
いうことは結局意味の上でも重要性が薄いということである。 ）再帰動詞
のsichも同じである。
| sichl→|-an-jgu-iaal→|erinnernl
anjenentagがerinnernの目的語で,anjenentagerinnern全体が
いわば再帰動詞化しているのである。ついでにanjenentagをさらに分
解してみると次のようになる。
jenenlsichl->lank-li nl->|taRI->lerimnern-＞anぐ－ ．
jenenがtagの付加語,jenentagがanの目的語,anjenentagが
erinnernの目的語である。
ichh6reihnsingenのような場合はどうであろうか。意味の上では
ihnがsingenの主語のようになっているけれど，形の上ではihnは
singenとは無関係で,h6reの目的語になっている。h6reを不定詞に直
して図解すると次のようになる。
’|_型|→’ |→|_型塑且sIngen
dasliedl→|_ai堅塑→h6ren’ihnl->
すなわちsingenがh6renの直接の目的語で,ihnはsingenh6renの
目的語だということになる。
|ihml→|竺垣旦哩|→LLgLL|
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この場合は, ihmはarbeitenhelfenの目的語であるから三格なのであ
る。
倒置で目的語が文の初めにある時は通常動詞だけの目的語ではなく，文
全体の目的語である。
lbierl→ltrinkeichgernl
すなわちくビールなら－わたしは好きだ＞の意味で， ビールがこの文
の主題である。
4， 述補語。在来のドイツ文法では,通常,たとえばerhateinbuchと
いう文においては9 erが主語で,hatが述語で,einbuchが目的語であ
るとし, dasisteinbuchという文においては,dasが主語で,istein
buchが述語であるとする。しかしこれは不合理である｡わたしの方法では
erhateinbuchにおいては9erがhateinbuchの主語で,einbuCh
がhatの目的語であり,dasisteinbuchにおいては,dasがistein
buchの主語で,einbuchがistの述補語(pradikativeErganzung)で
あるとする。
haL|←|einbuch| erl->
das→iStl←’ einbuch’
述補語というのは英文法で通常CO"〃e”g耐といい，フランス文法で
α〃γ'6"fというものに相当する。上のように文を分解して行くと，最後の
基本語は通常定動詞である。すなわち定動詞が文の中心であるということ
ができる。いわゆるKopula動詞は述補語を必要とする。あるいは述補
語を必要とする動詞がKopula動詞であるといってもよい。Kopula動詞
の代表的なものはseinである。述補語には形容詞を中心とするものと名詞
（代名詞）を中心とするものとある。
siel"|←|-ggLL|→|-gELml
siel竺|←|旦竺_型哩|→'三些些室聖些’
ister そ－ desvatersl→lunwiirdig’
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arml←|_型_皿塑ggLI-laber→reich|←|gner ist一一
gedanken’
das sehrl→|interessantesl->ist←－eln－少
●
buch
hllgnl←ldaSichgesterngekaufthabedasist dasl->
<一 ’
erl 皿_|←|wasergewesenist’
述補語が名詞の時は主語と同じく一格であるのが普通であるが，
ことや前置詞の付いていることもある。
ichl_迦一|←ldeinermeinungl
二格の
erl istl←lausderschweizl
erl－型_|←|vonedlerherkunfti
倒置で述補語が文の最初にある時は,Kopula動詞だけの述補語ではな
く，文全体の述補語である。すなわちその文は述補語が主題である。
|_sE型旦|→|istdiejugendl
すなわちく美しきは青春である＞またはく美しきもの－それは青春であ
る＞といったような意味である。
ichmuBdasschicksalgrausamnennen,sieschiltihneine
dummkopfのgrausam,einendummkopfは目的語に対する述補語,英
文法でいうob畑f"gco"@"erzg〃オである。
dasschicksal-参呂塑l塑旦|→lnennen
凹一’ einendummkopfl→lSchelten’
肋ｸgcf"eco沈力〃”g"オの目的語に対する関係はs"6伽ｵ"eco"z"g-
”g"fの主語に対する関係と同じである。ドイツ語では目的語に対する述補
語は名詞の時には目的語と同じく四格である。受動態になると objgcｵ"e
con@"ewze"オがs"6"ct"eco"c力"””fになる。すなわち四格は一格
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になり，受動態の動詞がKopulaになる。
|grausaml→|genanntwerdenl
l eindummkopfl→|gescholtenwerdenl
5． 主語。＜主語と述語とは文の不可欠の要素である＞という考え方が
西洋文法の伝統になっている。主語と述語に分けられない文はいくらもあ
るが－たとえばくもしもし＞といったような呼びかけの言葉,jaとか
neinとかだけ答える時の返事,aufwiedersehenといったようなきまり
文句のあいさつなども広い意味では独立の文と考えなければならないが－
そんなのはまあしばらく問題にしないことにして置こう。
英文法では普通に文を主語と述語との二つに分け， その他の成分はこの
二つのうちのどちらかに含まれていると考える。 ドイツ文法では，前に述
べたように，述補語だけは述語の一部と見なすけれど， 目的語などは述語
の外にあるものと考えるのが普通である。なるほどKopulaは，ことに代
表的なseinは，ただ主語と述補語とをつなぐ翻だけの機能語(Funktions-
wort)で内容がなく，述語としての内容は述補語の方にあるのだから，
Kopula動詞だけを述語と見なし，述補語を述語の外に置くことはとうて
いできないけれど， 目的語をとる動詞の方はたいてい内容語(Inhalts-
wort)で,それだけで述語としての内容を一応表わしているので,それだけ
を述語と見なし， 目的語は述語の意味を補足する語と見るという考え方も
成り立つ。すなわち, dasisteinbuchという文の述語はeinbuchであ
って,istは単に主語と述語とをつなぐﾞKopulaに過ぎないが,ichkau-
feeinbuchという文の述語はkaufeであって,einbuchはこの述語を
補足する目的語であるというのである。
しかし機能語とか内容語とかいっても， そんなにはっきり分けられるも
のではなく，程度の問題である。 Kopula動詞でもwerden,bleiben,
scheinenなどになると，単につなぐゞだけの機能ではなく，大分内容も持
つている。 seinでも時称が変わったり，助動詞が付いてseink6nnen,
Seinmiissenなどとなったりすると，やはり内容が加わって来る。一方
目的語をとる動詞でもhabenなどは内容に乏しい機能語である。dasist
だけでは全く意味をなさず, dasisteinbuchと言って初めて意味が通
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じるように,erhatだけではやはり意味をなさず,,erhateinbuchと
言って初めて意味が通じるのである。だからerhateinbuchという文
の述語はhatではなくて,einbuchの方だとも言える。それゆえいっそ
英文法のように，目的語も述語の一部と見なす方が合理的である。目的語
はく述語の目的語＞ではなくて，＜動詞の目的語＞であり，＜形容詞の目
的語＞であり，＜前置詞の目的語＞であることは前に述べた通りである。
状況語や付加語などについても同様のことが言える。
ところで主語はどうか。前述のように主語と述語を対立させて考えるの
が西洋文法の伝統である。 これは文を論理学の命題になぞらえて考えるか
らである。しかし文法は論理学ではない｡文は命題ではない。文は陳述
(Aussage)である。すなわち述語である。目的語を述語の一部と考えたよ
うに，主語も述語の一部と考えることはできないか。述語を文の別名と考
えれば， もちろん主語は述語の一部ということになる。しかしそういう名
前の問題ではなくて，主語を目的語や状況語などと同等に考えることはで
きないかというのである。
日本語においては
｜本を_|→|買う！
|丸善で|→l買う
|学生が|→|_童-コ
??
のく本を＞もく丸善で＞もく学生が＞も，すなわち目的語も状況語も主語
も，＜買う＞という動詞に対して同じような関係である。しかしドイツ語
では
ldasbuchl→|kaufenl
|beirnaruzenl→|kaufenl
lderstudentl→|kauft!
となって，主語の時だけは動詞が必ず定動詞でなければならないb
定動詞は主語の人称と数によって語尾が決まる。付加語形容詞の語尾は
その基本語である名詞の性数格によって決まる。それゆえ定動詞の場合も
その語尾を決定する主語の方が基本語である， と西洋の学者は考えている
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ように思われる。しかし定動詞は元来それ自身が人称と数をもっているの
である。 ラテン語のcogitoergosumには主語はなくて，定動詞が一人
称単数なのである。定動詞のもっている人称と数とを主語が（場合によっ
ては述補語が）表わすようになった今日では，定動詞はもはや人称や数に
よって形を変える必要はないのであるけれど， まだ昔のなごりが残ってい
るのである。
定動詞は本当は必ずしも主語を必要とはしないのである。 ドイツ語のい
わゆる非人称主語はただ形式だけの主語であって，本当はなくてもよい主
語である。定動詞というのは文の中心になっている動詞である。定動詞に
よって文の文法的形式が整うのである。主語は必ずしも必要ではないので
ある．文の主題は必ずしも主語ではない。前に挙げた例であるが
a) |_旦工|→|kommtheutel
b) |heutel→|kommterl
a) |_iEL|→|bleibezuhausewennesregnetl
b) |_wennesregnetl→|bleib旦_iCh-zuhausei
a) |ichl→|trinkegernbierl
b) lbierl→|trinkeichgernl
a) |_diejugendl→listsch6nl
b) |_sch6nl→|istdiejugendl
これらのaは主語が主題であるが,bは主語ではなくて，状況語， 目的語，
述補語がそれぞれ主題になっている。また
a) |_dasbuchl→lli旦gL且lli-生皿_空Eh_|
b) |_aufdemtischl→lliegteinbuchl
c) |_呈旦|→liegteinbuchaufdemtischl
このaはく本はどこにあるかというと－机の上にある>,bはく机の上
には何があるかというと一本がある＞， cはくどういうことかというと
一本が机の上にある－ということである＞の意味であって9 aの主題
は主語, bの主題は状況語,Cの主題は無内容の形式語（いわゆる文法上
の主語)esである。cの場合はつまり主題がないということである。非人
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日本語では
称動詞のesregnetのような場合も主題のない文である。
｜垂､塗|引竺上竺
|丸善で'主|→|塗'~'重2進’
’|塗|→’丸善で|→|買った
このように文の中心の動詞が常に終りに来るので，図式で表わすのに便利
である。 ドイツ語でも不定詞の時は大体日本語と同じであるが，定動詞の
時には，副文で定動詞後置の時以外は，図式で表わすのに不便である。そ
のままでも表わせないことはないが，図式を簡単にするために次のように
定動詞の位置を変えて表わすことにする。
derstud川.肋'Em竺奎里|→|伽b幽→|gekauft(伽f)
beimaruzenl->伽‘|亘|→|聖buchl→'型聖堂翅
das"1'"i-==皿→値ekauft("")
6． 並列。同じ資格の語や句や文が並列される時には，間に何もないこ
ともあり，並列接続詞があることもある。並列接続詞はあとの方の語や句
や文の状況語である。
|"Z|-|_glEL|-Eg→!"ul
v･引一|型'→口皿血←deutschland
]~|=EHorl‐…‘~ 翌|~1皇ニビ竺竺！
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最後の例は
er~arbeitetl ab rsie～spieltl
のように発音すれば，一つの文であるが
er～arbeitetl /aberl sie～spielt
のように発音すれば，二つの文になる。
いわゆる同格(Apposition)は並列ではない。付加語の一種である。
＊
α6α戒勿ZgdOgのd"を一次語（ゆγ"zα"）とし，一次語を規定する
“γﾙ"gを二次語（sgc”伽γy）とする。α〃γ""sIy加戒"ZgdQgの
かrjり"sJJは二次語を規定しているので三次語(teγｵね”)である。α〃gγy
〃γ勿"sノヅ伽γ肋@gduのりg〃は三次語を規定しているので四次語
(“α〃eγ"αγ")である。しかし三次語以上は形の上では三次語と同じであ
る。－これはJespersenのオルγ“γα"〃sの説であるが,これだけのこ
となら別に何のヘンテツもないことである。付加語の基本語を一次語,付
加語を二次語，状況語を三次語と呼んだだけのことである。しかしここか
ら先が, Jespersenの説くところは少し混乱していると，わたしには思え
るのである。－α〃γ〃"ga噌が二次語と一次語との結合であるよう
に，鋤gd"6αγ〃sも一次語と二次語の結合である。α〃γjひz‘sIy加戒一
"Zgdqgとオ舵d"伽γ〃sかγjりz‘sノヅとを比べて見ると，同じ三次語の
〃γjり"s/yに規定されている伽γ肋"と加戒sとがどちらも二次語であ
ることは明瞭である。しかしα加戒"ZgfJ堰と幼ed"伽γﾙsとは結
合のしかﾅこが違う。α6αγ陶勿Zgdagのような結合をJespersenは""c-
f勿冗と名づけ， オルed"伽γ鮪のような結合を”“z‘sと名づける。
"“"sというのは主語と述語の関係になっている結合のことである。〃e
"”γオ舵a"伽γルの肋edog伽γ〃もJespersenは”“"sだという。
これはz"e"enγの”“"s-06/ecfだという。幼edoctol'α〃勿鍬はも
ちろん”“"sであるが,"e.伽cfo7''sα〃"αノも Jespersenは”“z‘s
だという。そしてα〃"αノのようないわゆる抽象名詞を”“"s-"””と
呼ぶのである。なるほど肋9曲cto7"'sとαγγ勿飢とは主語と述語のよう
な関係にはなっているが，形からいうと幼edocｵoγ'sはα〃〃αノの付加
語であるから， この結合はJespersenの術語を使えば""cf勿刀でなけれ
ばならないと，わたしには思えるのである｡すなわち形の上では""cｵ勿冗
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で，意味からいうと”“"sということになる。”"ct畑zだの”“"sだ
のという区別を立てるからかえって面倒なことになるのである。
わたしの意見に従えば，肋edqg加戒sのオ舵α昭は一次語ではなく
て，三次語である。それでは同じ名詞が， α〃γ〃"@gdOgの時には一次
語で，肋edOg6αγ〃sの時には三次語だというのはどういうわけか。
わかりやすくするために， 日本語の例から始めよう。
a) |吠える_|→|土’
b) |_犬が_|→|吠える’
aのく犬＞は名詞であるが,bのく犬が＞は単に名詞ではなくて，主語で
ある。日本語ではくが＞という助詞が付いていることで明らかである。＜
犬＞は一次語であるが，＜犬が＞やく犬を＞やく犬に＞やく犬と＞などは
みな三次語である （＜犬の＞は二次語である）。 それではく吠える犬が＞
はどうかというと， これはく吠える＞とく犬が＞との結合ではなく，＜吠
える犬＞にくが＞が付いたのであるから，＜吠える＞は二次語，＜犬＞は
一次語，＜吠える犬＞全体も一次語，＜吠える犬が＞全体は三次語という
ことになる。
一次語はそのままでは文の成分になることはできないのである。 （文語
のく犬吠ゆ＞のような助詞の付いていない主語でも，主語である以上三次
語である。この場合はゼロ記号が付いていると見るべきである。 ）文の中
心である動詞が二次語なのだから， その動詞を基本語とする状況語， 目的
語，述補語，主語はみな三次語でなければならない。ただ付加語だけは名
詞を基本語とするので二次語である。
ドイツ語には日本語のような助詞がないのでわかりにくいが， その代り
に格変化がある。格変化を度外視した単なる名詞は一次語であるが，格変
化によって主語や，述補語や， 目的語や，状況語となった名詞（代名詞）
は三次語である。付加語となった二格の名詞はもちろん二次語である。
derklugemenschのklugeは名詞の，すなわち一次語のmenschの
付加語であるから二次語であるが,nurdermenschkannestunのnur
は名詞のmenschでなく，主語の，すなわち三次語のdermenschの状
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況語であるから四次語なのである。 dieklugheit nur des menschenの
nurは desmenschenという付加語の状況語（三次語）であり， nurfir 
den menschenの nurは firden menschenという状況語の状況語
（四次語）である。
Die Struktur des deutschen Satzes 
Kobun NAITO 
Der Satz besteht aus einem oder mehreren Wortern. Da nicht 
mehrere Worter auf einmal ausgesprochen werden konnen, miissen 
sie linienformig aufeinander folgen. Daher kommen die kompli-
zierten Beziehungen zwischen den Wortern im Satz, denn auch 
der flachenhafte oder raumliche Inhalt muB in die linienformige 
Struktur hineingezwungen werden. Die Worter im Satz, die Satz-
bestandteile oder Satzglieder, sind nicht gleichgestellt. Sie sind 
immer zweiteilig. Den Satz kann man in zwei unmittelbare Be-
standteile (immediate constituents) teilen, und jeden von diesen 
kann man wieder in zwei unmittelbare Bestandteile teilen usw. bis 
in die allerletzten Bestandteile. Oder umgekehrt : zwei unmittelbare 
Bestandteile bilden einen hoheren Bestandteil, und dieser bildet mit 
einem anderen Bestandteil wieder einen hoheren Bestandteil usw. 
Jespersen bezeichnet das Substantiv als primary, das Attribut als 
secondary und das Adverbiale als tertiary. Aber er betrachtet 
auch das Subjekt als primary und das finite Verb als secondaグY.
Meiner Meinung nach sol das Subjekt als tertiary betrachtet 
werden. Zwar ist das bloBe Substantiv, von dem Kasus abgesehen, 
炒imary,aber das Substantiv mit Riicksicht auf den Kasus, d. h. 
das Substantiv als Subjekt, Pradikativ, Objekt, Adverbiale oder 
Attribut ist tertiary bzw. secondary. Primary als solches kann 
kein Satzbestandteil sein. 
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